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1 本稿は 2011 年 12 月 10 日に専修大学でおこなわれたシンポジウム「映像としてのアジア―アントニオー
ニの『中国』」での発言をもとにしている。その場で貴重な討論をしてくださった土屋昌明・劉文兵・下澤
和義の諸先生方および参加された方々に感謝の意を表する。 
－ 36 － 
が、私に感動と暖かさを感じさせた。 

























                                                     
2 于光远『“文革”中的我』82 頁、广东人民出版社 2011 年 1 月第 1 版。 
3 北岛、李陀編『七十年代』、三联书店 2009 年 7 月第 1 版を参照。 







































































                                                     
8 埃里克•巴尔诺『世界纪录电影史』中国电影出版社 1992 年 9 月第 1 版。［原書は Erik Barnouw, Documentary : 
a history of the non-fiction film, New York : Oxford University Press, 1974. 邦訳はエリック・バーナウ『世界
ドキュメンタリー史』近藤耕人訳、日本映像記録センター、1978 年］ 







































































































                                                     
10 鳳凰テレビ局のドキュメンタリー『回望 1972：尼克松訪華日記』。 
11 ハンドルネーム「草木不深」の回想。「当時、10 歳年上の姉が徹夜の雪かきに参加。一人一個ずつパン































                                                                                                                                          
が配給されたが、姉は食べるのが惜しくて一晩中懐に入れておき、帰ってきてから私に食べさせてくれた。
それで生まれてはじめてパンを食べた」。http://weibo.com/u/1002149043 
－ 43 － 





























                                                     
12 李幸、刘晓茜、汪继芳『被遗忘的影像：中国新纪录片的滥觞』5 頁。中国社会科学出版社、2006 年 1 月
第 1 版。 
13 同前、246 頁。 






























ンタリーが解決すべき問題も 80 年代とは大きく変わった。80 年代の最大問題は、何といって
もドキュメンタリーそれ自身の話法の問題であった。しかしゼロ年代のドキュメンタリー作家
にとって、基本的なドキュメンタリー観にはすでに障碍はなくなっていた。解決すべきなのは、
－ 45 － 
それ以外の撮影における具体的な問題となった。つまり題材や倫理・道徳とか、なにが真実で
あるかとか、作品の普及や公共的な価値の問題である。 
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